
討 論 

 

公明党の藤浪清司です。 

私は公明党を代表して、全議案に賛成の立場で討論をさせて頂きますが、主に、

議案第 1 号「平成２９年度鈴鹿市一般会計予算」及び、議案第 7 号「平成２９年度

鈴鹿市水道事業会計予算」について、若干意見を申し述べさせて頂きます。 

 

まず始めに、議案第 1 号「平成２９年度鈴鹿市一般会計予算」についてですが、

この中には、「子ども医療費」を中学生の通院まで拡充するための予算や、０歳から

３歳までの幼児の医療費窓口負担を無くす現物給付のための予算、また，国の制度

を活用した、産後うつ予防や新生児の虐待予防等を図るために，産後の早い時期に

実施する産婦健診のための予算、創生推進交付金の採択事業において雇用にかかる

取組を推進する雇用経済政策推進事業費、国指定の伝統的工芸品である「伊勢型紙」

のブランディング及び販路開拓を目的とした伝統産業創生事業費、石薬師小学校屋

内運動場増改築事業費、また平成３０年度に、「「仮称）鈴鹿パーキングエリア・ ス

マートインターチェンジ」が完成、供用開始となることに関連して、周辺アクセス

道路を整備し、高速道路利用者の利便性と周辺道路の安全性を向上させる予算など

が計上されております。 

 

行財政改革、働き方改革を実現するうえで必要な時間外勤務の削減についても、

過去５年間で最も少ない時間数に抑制する予算となっていることも評価いたします。 

執行部におかれましては、前期実行計画が未達に終わったことを踏まえ、計画的

に取り組みを進め、着実に成果をあげられることを期待いたします。 



鈴鹿応援寄付金を活用して、（仮称）鈴鹿ＰＡスマートＩＣ周辺環境整備や、伝統

的工芸品をはじめとする産業振興が進められることも歓迎いたします。 

 

鈴鹿応援寄付金については、今後、安定的・継続的に歳入が見込めるか、不透明

な状況であり、未来への投資につながる効率的な活用を望みます。 

一方、教育費については、予算全体に占める割合は依然低く、大規模施設の改修

予算は別建てとして老朽化対策やトイレなど環境整備を、計画的かつ速やかに進め

るべきであり、未来への投資、鈴鹿の将来を担う子どもたちのための予算である教

育費の増額を求める意見は、全議員が共有するものと確信いたしますので、今後も

議会として教育費の増額を求めてまいりたいと思います。 

 

子どもたちが病気やけが、また、ワクチン接種などで通院することに躊躇するこ

と無く医療機関で受診するためにも、「子ども医療費」の中学生通院への拡充と、３

歳までの幼児の窓口負担を無くす現物給付が実施されることについては、我々も予

算要望などで求めてきたことであり、高く評価し、歓迎いたします。 

これらの事業を含む、議案第 1号「平成２９年度鈴鹿市一般会計予算」について、

公明党として賛成を致します。 

 

「平成２９年度鈴鹿市一般会計予算」に対して、一部の予算に対する反対を理由

に否決することは、「子ども医療費」の拡充など福祉の充実や、安全安心のための予

算も含めて、全ての事業の執行を妨げることとなりますので、予算への反対は、「子

ども医療費」の拡充などについても、結果として反対をしたことになります。 

 



議員各位の皆様におかれましは、このことも踏まえ、ご賢察頂き、ご賛同賜りま

すよう、お願い申し上げます。 

 

予算の執行に当たっては、執行部の皆様には、市民サービスの質を低下させるこ

となく、業務の効率化、経費削減への取組みを進めると共に、税外収入確保へのさ

らなるご努力を頂くよう、求める意見を付け加えさせて頂きます。 

 

今回、重要な予算審議に当たって、予算書や参考資料の訂正があり、また、委員

会での質疑応答に対して、委員会採決終了後に答弁の訂正があるなど、予算審議に

関わる部分での誤り訂正が散見されましたので、執行部に対しては、事前の準備を

しっかり行い、より緊張感を持って議会に臨まれることを求めます。 

 

次に、議案第 7 号「平成２９年度鈴鹿市水道事業会計予算」ですが、水道事業会

計予算が前年度より増額となった理由として、遠方監視制御システムを新しくする

予算が計上されたことが、本会議の提案説明で述べられました。 

 

遠方監視制御システムは、安全安心な飲料水を安定的に供給するために、必要不

可欠なシステムであります。 

 

その財源は企業債によって賄われますが、企業債での財源確保には、償還期間中

の金利が一定で将来、金利が上がっても影響を受けない反面、償還期間が長期にわ

たり金利負担が大きく、早期償還、繰上償還が出来ない、借り換えができないなど

のデメリットもあります。 

 



多額の費用を要する機械設備の導入に当たっては、公営企業会計にリース会計が

導入されたことから、今後、特に金利が上昇した局面においては、固定資産管理の

手間も省けるリースによる設備導入なども視野に入れて検討することを、提案させ

て頂きます。 

 

水道事業については、配水量の減少が続いており、水道管の耐震化、老朽化対策

に多額の費用を要することから、安易な水道使用料値上げにつながらないよう、業

務改善、経営の効率化、安定化、配水量増加のための営業努力を更に進めていくこ

とを求める意見を付して、賛成を致します。 

 

その他の議案についても、委員会審議の場で、個々に意見を述べさせて頂きまし

たが、特に異論はなく賛成を致します。 

 

以上、種々意見を申し述べましたが、議案第 1 号「平成２９年度鈴鹿市一般会計

予算」をはじめ、全ての議案に対して賛成の意思を表明し、公明党を代表しての討

論を終わります。 

 

ご賛同賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 


